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ベルクソン（Henri Bergson, 1859-1941）の『小




（Résumé par Bergson de ses cours sur le Πeρὶ 
είμαρμένης d’Alexandre d’Aphrodisias et sur De 
l’idée de cause）なる原稿が収録されている。ア
プロディシアスのアレクサンドロス（Alexan-
dros ho Aphrodīsieus, 2C）は，アテナイでスト
ア学派に対抗して，アリストテレス（Aristotēlēs, 
384-322. BC）の註釈を行った哲学者である。『道
徳と宗教の二源泉』（Les deux sources de la 

















cours au Collège de France sur le IIe livre de la 
Physique d’Aristote et sur l’Esquisse de l’histoire de 












































と宗教の二源泉』（Les deux sources de la morale 
et de la religion, 1932）の第二章「静的宗教」（La 
Religion Statique）における〈成功への意志〉




































































































































































































































































































































 ・Écrits et Paroles, 1959…EP（花田圭介・加藤精
司訳『小論集 I』）







（3）　Vladimir Jankélévitch, Henri Bergson, PUF, 
1959, pp. 184-188.ウラジミール =ジャン
ケレヴィッチ『アンリ・ベルクソン』阿
部一智・桑田禮彰訳，1988年，新評論，
251-256頁。
（4）　Ibid, p. 246.同上，334頁。
（5）　中田光雄『ベルクソン哲学─実在と価値
─』，東京大学出版会，1977年，123-124頁。
［付記］　本稿は，2012年 9月 29日（土）に東京
大学本郷キャンパス法文 2号館 2階の文学部思
想文化学科哲学研究室において開催された第 32
回ベルクソン哲学研究会において口頭発表した
原稿を，加筆修正したものである。研究会の会
場において，御意見御質問等を頂戴した全国の
ベルクソン哲学研究者の皆様方，東京大学大学
院人文社会系研究科基礎文化研究専攻の研究室
の皆様方には，この場を借りて，謝辞を述べたい。
